
講演内容： 

 
 

主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会 
 

２０２６年３月度定例研究報告会  

 
 

テーマ： 明治・大正期の銀座通りにあった日本三大ピアノ店、十字屋、山野楽器、

共益商社（現在のヤマハ銀座店）  
 

 

 

 

 

                                      

  

       

        第壹号形オルガン 

 

 

  

講師紹介：宮崎 研二氏 元ヤマハ銀座店インフォメーションマネージャー 

1985 年から 2025 年まで 40 年間ヤマハ銀座店に勤務、レコード売場、ピアノ営業、インフォメーション

を担当。1998 年から 2007 年まで約 800 回以上の店頭インストアイベント（ミニコンサート＆サイン会）

を実施し喜ばれる。多くのお客様より銀座、築地居留地の話しを聞き歴史に興味を持つ。趣味は隅田

川散歩。 

日 時：２０２６年３月２１日（土） 

１４：００～１６：００ 

場 所：カトリック築地教会  

２階 ホール ８０名 

（１３:３０～ 受付） 

入 場 無 料 

 

明治元年年築地居留地が開設され宣教師や医師・教育者・学者・技術者が移り住み西

洋化・文明開化・人権運動が進みました。明治政府は富国強兵などの国策を進めます

が、とりわけ音楽教育における国産の楽器製造、オルガンやピアノやバイオリンは遅れて

登場します。その楽器の販売店は銀座に集中していました。現在も銀座でおなじみの銀座

十字屋、山野楽器、共益商社（現ヤマハ銀座店）の黎明期に焦点をあてます。 

 

宮崎 研二氏 

銀座十字屋  



カトリック築地教会へのアクセス 

中央区明石町５－２６ 

 
 

   地下鉄にてご来場の場合 

・ 新富町（地下鉄有楽町線）駅６番出口から徒歩５分 

・ 築地（地下鉄日比谷線）駅３番出口から徒歩６分 

・  
 

主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会  

後援：中央区 

お問合せ：０３－３５５１－７５９５（平日 9 時～17 時） 

 

 

ホテル京

 


